
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 223 号 

２０２１年１月１４日 

   発 行 者   

 呉市医師会病院  

地域医療福祉連携室 

あ く せ す  

 

明けましておめでとうございます。 

会員の先生方には今年も医師会病院のご利用

を何卒よろしくお願い申し上げます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症により生活様

式が一変し、病院もこれまで経験したことのないよう

な厳しい 1年となりました。年末から年明けにかけ

て感染はむしろ拡大しており、先が読めない状況が

続いています。 

さて、少子高齢化社会を迎え国が進める地域医

療構想において医師会病院は 2025年までに病床

数を 150～160床に削減する方向で動いています。そ

の前に入院・外来の収益を少しでも効率よく増やす

ため、昨年 10月に病床数を 207床から 198床にし

ました。これにより患者数減少の割には、収支の落

ち込みは最小限で推移しています。 

今年は病床機能と病床数を具体的に決め、施設

の改修計画を県に提出する予定になっています。 

先生方には引き続きご指導ご支援を 

よろしくお願いいたします。 

病 

明けましておめでとうございます。 

昨年は COVID-19に翻弄された一年でした。 

どの医療機関でも感染を恐れて受診控えが起こ

り、患者数が減ってしまいました。会員の皆様からの

紹介によって成り立っている我が医師会病院もその

波から逃れることは出来ず、入院患者数の激減とい

う結果をご報告せざるを得ません。しかし、こういう時

代であればこそ高齢の患者さんなどは早めの入院で

重症化を防ぐという対応も必要ではないかと思いま

す。COVID-19に限らず、院内感染には十分な注意を

払いながら、出来る限り会員の皆様のニーズにお応

えしていきたいと思っております。 

また、地域医療構想において医師会病院の果た

すべき役割、必要性を明確にしつつ地域への貢献を

重ねて参りたいと考えております。  

会員の先生方におかれましては、本年も医師会病

院のご利用をどうぞよろしくお願いします。 

 

ｎｅｗｓ 
謹んで新春のお慶びを申し上げます 
旧年中は新型コロナウイルスの影響の中、先生方より多くの 
ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
本年も一層のご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

呉市医師会 会長 玉木 正治 

病院担当理事 

呉市医師会病院  

院長 中塚 博文 

西垣内 啓二 （文） 

大村 泰 （文・写真） 

新 年 の ご 挨 拶 
明けましておめでとうございます。 

新型コロナウイルス感染症が収束に向かう傾向もなく新しい年を迎えました。 

感染者数が減少することなく医療界のみならず、全ての職種の概念を変えてきた 

COVID-19は年が変わっても全世界に変わらぬ影響を与えそうです。 

そうした中、呉市医師会病院は呉市内公的病院、開業クリニックと連携し感染症拡大 

を抑える役割の一躍を担っています。日本の医療機関のほとんどが医療活動の疲弊と経営的影響を受けな

がらも、感染拡大防止活動と感染者の治療や管理を継続しています。 

急性期病院や開業医がそれぞれの立場で担う医療を補完できる病院として、呉市医師会病院はこれから

も地域の医療活動を継続していきます。今年も会員の先生方のご理解、ご鞭撻を宜しくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美   事 務 石坂 梨恵 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     ＭＳＷ 森下 香織  ＭＳＷ  菅原 淳子  ＭＳＷ  巻幡 成実 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は医師会病院をご利用いただきまして誠に有り難うございました。 

新型コロナウイルスの影響で平均入院患者数が年間通して１０名以上減少し、厳しい 

状況が続いてはおりますが、病院職員一丸となってじっと耐えております。是非とも、入院 

患者の御紹介のほど、宜しくお願いいたします。 

さて、今年の３月からはマイナンバーカードの保険証利用がはじまります。顔認証付きカードリーダーを設置し

た病院・診療所に受診する際には、マイナンバーカードがあれば健康保険証の提示も暗証番号の入力も不要

となります。さらにオンラインで保険資格の確認が瞬時に行われ、電子カルテに自動的に取り込まれます。 

新型コロナウイルスに気を取られているうちに、医療の D X（デジタルトランスフォーメーション）は着実に進ん

でいます。当院も時代の流れに遅れずに進んでいきたいと思いますので、本年もよろしくお願いいたします。 

 

日時：令和 3年 1月 26日（火）19時～ 場所：呉市医師会館 5階講堂 

演題：「除菌後胃癌の内視鏡診断」 

講師： 小刀
こ た ち

 崇
たか

弘
ひろ

 （広島大学病院 内視鏡診療科 助教） 

小刀先生には当院で毎週木曜日

午後に大腸内視鏡検査をしてい

ただいています 

 

診療部長 先本 秀人 

 新年あけましておめでとうございます。 

昨年は心身共にコロナに翻弄され、ストレスだらけ

の一年でした。呉市にコロナ患者が出ると忽ち入

院・外来患者数に影響し、経営状況は悪化します。

これまでこんなに呉市のホームページを見たことは

ありませんでした。 

また、感染対策のアルコール清拭や玄関での患

者さんの体温チェック、スタッフの健康管理などが

日々の業務に加わり、一年で 5～6歳年をとった気

分です。痩せませんがやつれてしまいました。何気な

い普通の生活の有難みをしみじみ感じております。 

今年はぜひ、新年会・職員旅行・忘年会など楽し

い行事が皆で開催できるよう祈っています。 

宣言！ 『私たちはコロナなんか

に負けないぞ！！』 

            今年もどうぞ医師会病院を 

よろしくお願いいたします。 

 

 明けましておめでとうございます。 

昨年は会員・登録医の先生方には大切な患者

さんをご紹介いただきありがとうございました。 

看護部 109名、つつがなく新年を迎えることがで

きました。 

昨年は新型コロナウイルスが猛威をふるい、ごく

普通の日常が大きく変化し、ピリピリとした緊張の

毎日が続きました。当たり前が当たり前でなくなり、

まだまだ戸惑う日々が続くかもしれませんが、看護部

一同、健康第一に頑張っていこうと思います。 

ご紹介いただいた患者さんやご家族の方に「医

師会病院に入院してよかった」と思っていただける

よう、目配り・気配り・心配りのできる、きめ細やか

な看護を提供してまいります。 

引き続きご指導・ご鞭撻のほど、 

よろしくお願いいたします。 

副院長兼統括部長  

土井田 あや子 

風呂本 理恵 

※ＷＥＢ配信を行います。ご希望される場合は医師会事務局までご連絡ください。（ＴＥＬ22-2326） 

看護部長 

関係医師懇談会のご案内 

 

平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

103.0 人  52.0％  14.2 日  68 人  96 人  

★12 月 1 日～12 月 31 日★ ※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

新 年 の ご 挨 拶 


